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ＰＣＴ協働調査 
 ～海外での円滑な権利取得のために～ 

  －ＰＣＴ協働調査について－ 
－ 

■ 概要

◆ 2020年6月までJPO、USPTO、EPO、CNIPA、及びKIPOにより実施されるプログラム。 
◆五庁が協働して一つの国際調査報告・見解書を作成。 
◆ PCT の国際段階という早い時期に複数庁の調査結果を得ることができ、海外における円滑な特許取得が可能。 

（１）全体の流れ 
 出願人が、国際調査機関である「主担当庁」を選択。
 主担当庁が、仮の国際調査報告／見解書を作成し、「副担当庁」に送付。
 副担当庁が、自ら実施した先行技術調査の結果および見解を記載した協働調査結を作成し、主担当庁へ送付。
 主担当庁が、最終的な国際調査報告及び見解書を作成。※副担当庁の協働調査結果の内容は必ずしも反映されない。

（２）参加申請 
 出願人は、 JPOのホームページに掲載された参加申請書に出願人名、発明の名称等を記入し、国際出願と同時に提出。
 出願言語は英語または日本語。出願言語が日本語の場合、参加申請から１か月で翻訳文（英語）を提出。
 参加申請費用は不要。
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